
別紙様式（Ⅶ）-１【添付ファイル用】 

作用機序に関する説明資料 

１．製品概要 

商品名 ＰＳ（ピーエス） 

機能性関与成分名 大豆由来ホスファチジルセリン 

表示しようとする機

能性 

本品には大豆由来ホスファチジルセリンが含まれます。大豆

由来ホスファチジルセリンには、記憶力が低下した健康な中

高齢者の認知機能の一部である記憶力（言葉を思い出す力）

の維持をサポートすることが報告されています。 

 

２．作用機序 

経口摂取した大豆由来ホスファチジルセリンは血液を介して脳内に移行する 1) 2)。脳

内に移行した大豆由来ホスファチジルセリンはホスホリパーゼ Dにより加水分解され、

L-セリンが遊離する。遊離した L-セリンはセリンラセマーゼにより D-セリンへ変換さ

れる 3)。D-セリンは NMDA 型グルタミン酸受容体のグリシン結合部位を選択的に刺激

する。これにより、NMDA 型グルタミン酸受容体が活性化し、長期増強現象と呼ばれ

る、シナプスの伝達効率が持続的に上昇する現象が起こる 4)。長期増強現象は、脳にお

ける記憶や学習の基礎的過程であり、数週間から数ヶ月間持続しうる化学伝達の促進を

もたらすと考えられている 5)。 

実際、臨床試験において、浅野らは、大豆由来ホスファチジルセリンを摂取した後、

HDS-R の DWR を評価した設問において、2、4、12 週目で経時的なスコアの改善が見

られ、摂取終了12週間後においても摂取前と比べ高値を示したことを報告している 6）。 

よって、大豆由来ホスファチジルセリンの経口摂取は、認知や記憶に関する機能の改

善に役立つと考えている。 

 

※大豆由来ホスファチジルセリンが栄養成分として「脂質」に該当しない理由 

 食事摂取基準に基準が策定されている栄養素としての「脂質」は、体内で脂肪酸とグ

リセロールに分解され、主にエネルギー源として使われる。ここでの脂質とは図 1 に示

すトリグリセリドが一般的な構造である。 

 一方で、大豆由来ホスファチジルセリンは摂取後、脳に移行する 1）2）。その後、ホス

ホリパーゼ D によって加水分解され、遊離した L-セリンがセリンラセマターゼにより

D-セリンへ変換される 3）。D-セリンがシナプスの伝達効率を持続的に上昇させ 4）、脳に

おける記憶力の維持をサポートすることが示唆されている。一般的な大豆由来ホスファ

チジルセリンの構造を図 2 に示す。 

 以上のことより、機能性関与成分である大豆由来ホスファチジルセリンは、健康増進

法（平成 14 年法律第 103 号）第 16 条の 2 第 1 項の規定に基づき厚生労働大臣が定め

る食事摂取基準に基準が策定されている栄養素としての「脂質」には該当しないことを

確認した。また、食事摂取基準に基準が策定されている栄養素としての脂質は、小腸で



別紙様式（Ⅶ）-１【添付ファイル用】 

脂肪酸に分解され、主にエネルギー源として使用されるが、大豆由来ホスファチジルセ

リンは上述のような作用機序であり「脂質」とは作用機序が異なる。 

 

 
図 1 トリグリセリドの構造 7) 

 

 

図 2 大豆由来ホスファチジルセリンの構造 8) 
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